
国際中医師・主治医師受験者のための《弁証論治練習問題と解説書》  

 ～新発売のご案内～      著者 董 巍（日本中医薬連合会理事長） 

性別：女 年齢：52歳 国籍：中国 

【問診】主訴  ：悪寒発熱 1 日 

現病歴 ：昨日の午後から体の 

悪寒発熱し・・・・ 

       

【望診】： 舌苔薄白 

【聞診】：  

【切診】： 脈浮緊 

------------------------ 

【診断】①病名： 感冒 

    ②証候名：風寒・・ 

③【治法】辛温解表 

④【処方】荊防排毒散  

⑤ 羌活・独活・柴胡・・・・ 

⑥ 作湯剤・・・  

⑦【指示】 

感冒 風寒感冒 

■ 病因病機       

■ 症状解説 

・風寒感冒を診断・・ 

・清陽不振・ 

・風寒を上受し・・・ 

 

■ 注意点 

 「悪寒発熱・・・ 

 

<診断のポイント> 

 

<重点生薬> 

荊防敗毒散は発汗解表・・・ 

薬である。 

 

<加減> 

「痰は清稀で色は白・ 

 

------------------------------------------------------------------------------------- 

※ 販売価格 ￥7,500 （別途 送料・代引き手数） 

お問い合わせ 株式会社 天蘭  TEL 03－5420－6950・FAX 03－5848－7588 

主訴・現病歴・望診・聞診・切診の情

報が記されています。出題傾向の高い

病気と証型や比較的多く使われている

症状の表現を採用し、118 の症例と解

説を掲載しています 

・病名と症候型 

・病因病機の要点 

・診断を確定する症状を解説：診断する際の病機を理解する

ことで臨床でも役立てることができます。 

・注意点：類証鑑別にも役立つようポイントになる症状を説

明しています。 

・診断のポイント：現病歴には迷いが生じる内容が記載され

ていますが的確に判断するための症状群を提案しています。 

 

重点生薬では方剤の構成を暗記し易く提案していま

す。また現病歴による症状から適正な生薬の加減が

できるよう提案しています。 

特に加減法は主治医師受験者の中医学における力量

が問われます。 

代表方剤記載の注意点・構成生薬と配

合量・剤形・薬物の特性による処理・

投薬指示などの注意点を記載してい

ます。 


